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小学生児童の安心安全な登下校空間の分析
‐富山市の3つの小学校を事例に‐

社会文化コース 人文地理学研究室4年

南山夢佳
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Ⅰ はじめに①

近年小学生児童を狙った凶悪犯罪が大きく報道

例)2018年新潟市西区 2017年千葉県松戸市

⇒どちらも登下校中に起きた事件

「登下校防犯プラン」が出される

子どもの登下校時の安全確保対策のための項目

・地域連携の強化

・通学路の点検

Ⅰ はじめに②

「登下校防犯プラン」ではICTを活用した防
犯対策が推進されている

→「1人区間」や「見守り空白地帯」、危険
箇所を把握し、対策を進める必要がある

ICTを活用した取り組みを行う自治体例

・兵庫県加古川市のスマートシティプロジェクト

Ⅰ はじめに③

GPSを防犯対策に活用した研究

雨宮ほか(2009)はGPS端末を使用し、小学生児童
の屋外行動の特性を把握し、見守り活動を評価し
た。

→「近隣公園」「雑木林」といった子どもの遊び
場や下校後の通学路は見守られていない。しかし、
結果の地域依存性を検討はされていない

Ⅰ はじめに④

島田ほか(2010)はGPS携帯電話を使用し、小学生
の反復的な日常行動の把握を試みた。

→下校時よりも帰宅後外出の方が移動総量が大き
い。

一方で、他地区ではこの研究の知見が適用でき
るとは限らない。また、防犯対策は画一的に行う
べきではなく、地域実情に沿って行うべきであり、
そのために測位技術の有効活用が期待される。
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Ⅰ はじめに⑤

研究目的

スマートシティを推進し、センサーネット
ワーク網が整備されている富山市内の3つの
小学校を対象とし、

・測位技術を活用し、児童の登下校空間の
様態を明らかにする

・様々な分析方法で位置情報データを分析
を行う

Ⅱ 調査対象地域概要

四方小学校

児童数 172人

地区の人口 3459人

住宅地と田畑が混在

図1 四方小学校区景観

Ⅱ 調査対象地域概要

池多小学校

児童数 33人

地区の人口 1023人

8割近くを田畑・山地が

占める

図2 池多小学校区景観

Ⅱ 調査対象地域概要

新庄北小学校

児童数 587人

地区の人口 12,695人

大部分を住宅地が占める。

交通量の多い国道41

号線が存在する

図3 新庄北小学校区景観

Ⅱ 研究方法

・3校の児童に位置情報を発信するセンサーデバイスを登
下校の際に携行してもらい、位置情報データを収集する。

・取得されたデータを地理情報システム(ArcGIS)上で展開
し、分析する。

・協力が得られた池多小学校、四方小学校の2校でデータ
から読み取れない情報を補完する目的で聞き取り調査を
行った。

Ⅱ 研究方法

調査期間

四方小学校 2019年9月9日(月)から9月20日(金)の土日祝日と代休を除く計
8日間

池多小学校 2019年9月9日(月)から9月20日(金)までの土日祝日を除く計9
日間

新庄北小学校は2019年10月15日(火)から10月25日までの土日祝日を除く計
9日間
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Ⅲ 通学路と登下校(四方小学校)

図4 登校と通学路 図5 下校と通学路

点データの数は下校
の方が多いが、どち
らも概ね通学路上に
多くの点が分布して
いる。

Ⅲカーネル密度推定 (四方小学校)

図6 登校のカーネル密度推定 図7 下校のカーネル密度推定

登校は線状、下校は点状に高密度の地域が分布している
→登校は集団登校、下校は学年ごとに帰る。
また、登校と比較して下校後の活動がより多様であることが
考えられる

Ⅲ登下校の点分布 (池多小学校)

図8 登校の点分布 図9 下校の点分布

・池多小学校は児童
数が少なく、校区が
広いため点がまばら
に分布している

・保護者の送迎で通
う児童がいるため、
点分布の間隔が広い

Ⅲカーネル密度推定 (池多小学校)

図10 登校のカーネル密度推定 図11 下校のカーネル密度推定

・他の2校と比較し
て登下校で大きな差
異は見られない
→児童数が少ないこ
と、児童の居住地区
がまばらであること
により高密度の地域
が明瞭に出ていない

Ⅲ (新庄北小学校)

図12 登校の点分布 図13 下校の点分布

下校の点分布が
広範囲に渡って
いる
→児童の校区外
での放課後活動
が盛んであるこ
とが推測される。

Ⅲカーネル密度推定 (新庄北小学校)

図14 登校のカーネル密度推定
図15 下校のカーネル密度推定

登校は線状、下
校は点状に高密
度地域が表れて
いる。
→登校は集団登
校を行っている
ため通学路通り
に登校している。
下校は登校で
通った道以外の
道や場所で留
まっていること
が予測される。
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Ⅳ 3校の比較(ラスタ演算) 四方小学校

図16 四方小学校登下校のラスタ演算

ラスタ演算：登校と下校の相対的な
密度の高低を解析→登校下校、どち
らか一方のみ高密度に分布する地域
が分かる

・下校の方が点の数自体が多く、登
校より下校の方が高密度で分布して
いた

Ⅳ 3校の比較(ラスタ演算)

図17 池多小学校の登下校ラスタ演算

カーネル密度推定では登校と下校で
大きな差異がみられなかったため、
ラスタ演算を行った結果も下校の高
密度の地域が表れるのみであった。
→児童数が少ないため、このような
分布となったことが考えられる。

Ⅳ 3校の比較(ラスタ演算)

図18 新庄北小学校登下校のラスタ演算

・図18で値が高い地域→登校のカーネ
ル密度推定で高密度に分布していた地
域

・多くの児童が通る通学路が存在する
・下校よりも登校の方がまとまりがあ
る

Ⅳ 3校の比較(カーネル密度推定、ラスタ演算)

・3校のラスタ演算の図を比較すると、四方
小学校、池多小学校では高密度の地域が点
状に表れている一方で新庄北小学校では線
状に表れている。

→各小学校ごとに分布の傾向に差異がみら
れる

Ⅴ おわりに

位置情報データを活用して把握できること

・点分布の図から児童が単独で行動してい
ると推測される道の把握

・位置情報データの密度推定を行うことで
児童の登下校における密度の低い地域がわ
かった

→児童の「1人区間」が把握でき、見守り活
動を行うべき場所が検討できる
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